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出典：経済産業省「イノベーションの創出を加速する研究開発事業の在り方につ
いて」 第１回 産業構造審議会 産業技術環境分科会研究開発・イノベーション
資料７ 令和３年１１月

中長期の問題解決にはビジョン創発型政策形成のアプローチが必要

プラットフォームマネジメント

ライフサイクルマネジメント

アーキテクチャーマネジメントプロファイリングマネジメント

価値指標マネジメント

プログラム戦略マネジメント

P2Mの6つの創造的統合マネジメントツール

参考文献1)堀田、田崎、平尾「持続可能な消費と生産パターン定着のための協働デザインによるビジョン創発型政策形成」、P2Mマガジン14号,pp.4-10（2022)
2)Hotta, Y., Tasaki, T., Koide, R., Kojima, S., and Kamei, M. (2021b), SCP Policy Design for Sociotechnical System Change: Envisioning-based Policy Making (EnBPM), 

Global Environmental Research, 25(1,2): 15-22
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図の出典：内閣府科学技術・イノベーション推進事務局：「総合知」の基本的考え方及び戦略的に推進する方策 中間とりまとめ、2022年4月

中長期の問題解決にはビジョン創発型政策形成やビジョン創発型研究開発のアプローチが必要

参考文献：亀山、「ビジョン創発型政策形成やビジョン創発型技術開発を支えるプログラムマネジメント」、P2Mマガジン14号,pp.1-2（2022)
幸本、「ビジョン創発型技術開発創成マネジメント -NEDO 先導研究プログラムへの適用の実例- 」、P2Mマガジン15号,pp.9-16（2022)
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IMD（国際経営開発研究所）の世界競争力センターが毎年発表している「世界競争力ランキング」

出典：第1回：結果概観 | IMD「世界競争力年鑑」からみる日本の競争力 | 
三菱総合研究所（MRI）
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https://www.mri.co.jp/knowledge/insight/20211007.html
https://www.mri.co.jp/knowledge/insight/20211007.html


経済産業省 産業技術環境局 「我が国の産業技術に関する研究開発活動の動向」
主要指標と調査データ 令和３年11月 shiryou.pdf (meti.go.jp)

経済産業省が直執行で実施した研究
開発に関する事業のうち、平成 26 年
度、平成 28 年度、平成 30 年 度に
終了時評価を行った 21 事業に参加し
た企業・団体、大学・研究機関 118 機
関に対して行ったアンケート調査の結果。
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https://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/tech_research/shiryou.pdf


新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 ～人・技術・スタートアップへの投資の実現
令和４年６月７日 ap2022.pdf (cas.go.jp)

出典

日本の研究開発投資額の伸び率は低い 日本企業の人的投資は、先進国に比べて低い

骨太の方針2022（令和４年6月7日閣議決定）
新たな政策イニシアティブを実施。国際公約達成と、我が国の産業競争力強
化・経済成長の同時実現に向けて、今後 10年間に官民協力で150兆円規模
のグリーン・トランスフォーメーション（ＧＸ） 投資を実現する。

骨太の方針2022 人への投資と分配：スキルアップ（人的資本投資）
・2024年度までの３年間で4000億円規模の施策パッケージ
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https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/ap2022.pdf
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科学技術指標2021（概要）
https://nistep.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=6760&file_id=13&file_no=2

出典

日本企業の人的投資の低さの表れ。
社会人ドクターの育成が必要。
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科学技術指標2021（概要）https://nistep.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=6760&file_id=13&file_no=2出典

研究力向上改革で研究人材強化体制の構築を提案
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文部科学省 科学技術・学術政策研究所
「我が国の大学の研究活動における研究マネジメントの状況に関する分析」
［DISCUSSION PAPER No. 208］の公表について | 科学技術・学

術政策研究所 (NISTEP) 2022年6月17日

背景・目的
我が国の研究力向上には、研究者自身の研究力向上も必要である。科学
技術・学術審議会人材委員会・中央教育審議会大学分科会大学院部会合
同部会では世界で活躍できる研究リーダーの戦略的育成の必要性が述べら
れている。 中略
大学教員に求められる研究能力には様々なものがあるが、本研究では研究マ
ネジメントに着目し、当該能力向上に向けた知見の提供を目指して、我が国
の大学教員の研究マネジメントの状況を把握するための分析を試みる。当分
析には、我が国の自然科学系の大学教員を対象に実施したアンケート調査を
用いており、我が国の大学教員の職位が上昇するとともに、マネジメントの規模、
研究室・研究グループ や研究プロジェクトのマネジメントの仕方がどのように変
化するのか、その実態を把握することを試みた。

大学における研究開発マネジメントの組織的支援が必要
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https://www.nistep.go.jp/archives/51926


様々な社会問題解決に向けての国の統合イノベーション戦略2022での取り組み

出典：内閣府ホームページの概要図から一部引用 統合イノベーション戦略2022 (cao.go.jp)
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https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/togo2022_gaiyo.pdf


まとめ

中長期の社会的課題に取組む研究プログラムにおいては

•研究開発マネジメントの強化が必要

• ビジョン創発型の政策形成や研究開発が必要

•研究開発人材育成の強化が必要

•大学における研究開発マネジメントの組織的支援が必要

• P2Mの創造的統合マネジメントツールの活用が必要
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http://www.tuat.ac.jp/~kameyama/gallery/hitkinen/200303_10000hitkinen.htm

